20111002　２部礼拝　チョ･ホンス師（初代教会）

　
ミッションが成し遂げる時刻表(ピリピ1:6)
ピリピ1章6節の1節だけをともに読みたいと思います。「あなたがたのうちに良い働きを始められた方は、キリスト・イエスの日が来るまでにそれを完成させてくださることを私は堅く信じているのです。」
私とみなさんと、私の教会とみなさんの教会に向けた確かな神のミッションが成し遂げられる時間だと思います。簡単にみなさんにメッセージを伝えたいと思います。すでにみなさんは証し人をとおしてメッセージを受けたと思います。だから、私はただ単にみなさんが聞いていた証しを、ちょっと整理してみようと思っています。神は確かに生きていらっしゃいます。神は私たちを創造されました。神は私たちを創造するときに、確かな目的と計画を持った上で創造されました。私たちに対する確かなミッションを持っていると思います。神様が私たちに与えられたビジョンを成し遂げていらっしゃると思います。そして、それに対する確かな時刻表というものがあります。今日、チョウ・インジュ長老をとおして、神が未信者からあのように重職者まで導いてくださったのだということを見ました。それに対する時刻表というものを皆さんは少し見られたと思います。だから、私は簡単に整理してみようと思います。また、神様がレムナント教会のみなさんと私とを、再び会う機会を与えてくださるなら、今日は手短に整理して帰ってもいいと思います。もし、これが最後であるならだれかが死ぬ時までメッセージをしなければならないのですが、もう一度、出会える日が確実であるなら、今日は本当に簡単に明確に言い伝えれば良いと思います。
１．福音を悟らせる時刻表（キリスト）
神が私たちをとおしてミッションを成し遂げていくのですが初めの時刻表です。何より神様は私たちに福音を悟らせる時刻表を持っています。
(1)過去

みなさんのすべての過去をとおしてイエスがキリストだというこの一つを悟らせることのためにすべてのことがありました。神様の初めのミッションの時刻表は福音をとおして悟れるように今まで導いてくださいました。みなさん個人、個人のすべての問題、事件というものはイエスがキリストだということを悟らせるために与えられたことだと思います。それを悟らせることのために、みなさんの表の問題があります。生活の中でいろいろ現れるものがありますが、現れたことではなく隠された問題があります。隠された問題があるしかない人間の根本問題、他の言葉を使えば創世記3章の事件です。私たちの根本問題というものは、神を離れ罪に陥ったという問題だということを知らされるようになりました。これ一つをみなさんの過去をとおして悟れたら良いでしょう。
(2)キリスト

そして、結局は、「だから、神様はキリストを送られたのだな。そのキリストとして来られた方がイエスなのだな」これを神はまず私たちに悟らせてくださいました。みなさんのすべての過去はこれ一つ悟らせることのための神の計画でした。神様の主権を認めていらっしゃいますか。ある牧師先生のように神がみなさんの人生をデザイン化されたということを信じますか。神の主権。神はすべての主権を持って、すべてのことを回しています。では、何を中心にその主権を動かしていらっしゃるのでしょうか。イエスがキリストになられたという一つを悟らせるためにすべてのことを回しました。チョウ・インジュ長老の証しを聞きながら、それに対して理解できましたか。私の証しを聞いたとしてもそうだと思います。自分自身の個人的なこと、家庭、家系のことも、神が私にキリスト一つを悟らせることのためにすべてのことを通らせたということを認めなければいけません。だから、多くに人たちが福音に対して衝撃を受けます。「イエスはキリストだ。これ一つ知らなかったのだな」とこの部分が衝撃として見受けられることになります。
２．福音に根をおろすための訓練の時刻表－体質変化（伝道）
(1)訓練

しかし、実際的には自分も知らずに残っている体質などがあることがわかるでしょう。それで、神様はこのことを知っていて、みなさんに福音の根を下ろすことができるように訓練をされることを望んでいます。訓練される時刻表というものが必要でしょう。神はパウロを召しました。パウロはキリストの光の前に衝撃を受けました。そのようなパウロを神はアナニヤに預けました。パウロはだれとも相談することなく、アナニヤのところに行って3年間再認識するようになりました。また、バルナバという者との出会いがあり、アンテオケ教会をとおして訓練を受けました。神はすべての重要な人物たちをこのような生きざまに導いてくださいました。だから、みなさんも訓練を受ける必要があると思います。エジプトで400年間奴隷生活を強いられていたところから出てきました。半月で行けるところを40年間連れまわしました。イスラエル民族を訓練させる時間でした。みなさんの人生に対する確かな神の計画があることは確かですが、この部分が始まらなければなりません。また、神はみなさんたちを訓練してくださいます。
(2)２０の伝道戦略－個人化、弟子化、世界化
今日みなさんはチョウ・インジュ長老の証しを聞きながら、どのような思いがわいたのでしょうか。彼女の証しを聞いてみたら５つの部分が出るのではないでしょうか。個人が先に福音が福音らしくなる時刻表。そうしたら、出会いが変わっていた。家庭にも神のみ働きが現れた。そして、神は自分の産業にも働いてくださった。自分が今まで住んでいた地域においてもある日から証拠が現れるようになった。みなさんがよく聞いたら、その5つの基礎というところがその部分です。個人、出会い、専門、機能、地域です。タラッパンから地域教会まで。一人、個人の人生の成功の時刻表です。5つの基礎。この部分が根を下ろす5つの訓練、この部分が持続できるよう５つのシステム、そこから出る５つの未来、わかりやすく言えば、２０の伝道戦略です。この中に入りながら自分も知らずにいた、自分の多くの体質が変化されるようになります。これは一つの理論や、また訓練のプログラムではありません。実際的にみなさんがこのようになるためにはいろいろと変えられないといけない部分が多くあります。実際的にみなさんが変わらずには、このような答えに預かることは無理だと思います。
この部分はタラッパンをやっている教会であるなら、全部聞いて知っている部分です。しかし、実際的にこれが個人化、世界化なれる人たちは多くいません。それで、うちの教会では月に一度、柳先生の訓練を受けに行きます。月一回一般信徒修練会があります。観光バスを貸切します。教会の団体が乗れるバスで行きます。今回は私の乗用車も持って行きました。60人余りの人たちが毎月、メッセージを聞くためにソウルまで行きます。初めはチョウ・インジュ長老一人を連れて行きました。初めにメッセージを聞いて帰るときに泣きました。とても感動して泣いたのではありません。柳先生のメッセージがあまりにも難しすぎて、何が何だかわからないと泣いていました。そうするしかありません。柳先生の70人３次のメッセージが本人と合うと思いますか。イエスを受け入れて間もない人に、70人３次のメッセージが通じると思いますか。あまりにも苦しがっていました。その間のギャップがあります。私はそのギャップを一つ一つ手助けしてあげたことしかありません。そして、ある日、そのギャップが自分とぴったり合う時刻表がきます。だから、多くの人たちにこのような話をします。
おもに私は開拓教会する方たちとのつながりが多くあります。私は来週、中国にも行きます。私は３年前に中国にいる総神出身の先生たちだけいるところに、講師として招かれました。そこでキャンプをしました。広州のあたりでいろいろしました。他の人たちはすぐ戻りました。広州にいる宣教師は私の訓練を受けた私の弟子です。それで「伝道学校をしなさい」と言いました。その時、幾人もいなかったのですが「伝道学校を始めなさい」と言いました。「私が毎月一度は来ますので、そのようにやってくれますか」と言うと「そのようにする」と言いました。それで、１年近く毎月行きました。広州と東莞（とうかん）という両方に行きました。一年ほど行ってそれからは止めました。来週にはそこが伝道神学院として開校することになりました。伝道学校をとおして弟子たちが起こされたということでしょう。その弟子たちを今度は伝道神学院に入れます。今年５月には本部からの１５０人になる人たちに直接、訓練させてあげました。この部分をそのまま一つの現場に適用すべきです。神は今もその教会に御働きをなさっています。面白いのはうちの教会が受けた現場の答えが、その教会とまったく同じ答えになっていることです。今回の宣教大会のときにその方を招待しました。うちの教会に来てその方がメッセージをしました。その方がこのような証しをしました。メッセージがまったく同じく現場において成就されているということです。当然ではありませんか。いつも私は言いました。中国にもこのチョウ・インジュ長老のような人が一人出たら良いなと。神はそこにも弟子を起こしました。その方が韓国、また他の国々に行くときのすべての飛行機チケット予約をその人がやってくれていると言っていました。しかし、そのような答えばかりを受けることはそんなによいことではありません。以前は、私に会う時の姿勢はとても謙遜でした。最近は会うと少し鼻が高くなったのかなという印象を受けます。一度は東大邱からKTXに乗ってきました。個人的には私に兄貴と言いますが、「兄貴、何時に東大邱に到着します」と言いました。それは、その人は私が私の車で自分を迎えに来ると思ったのでしょう。でも、私がメールをしましまた。「タクシーに乗ってこい」と。その瞬間、このような思いがわいたそうです。「宣教師に対してこのような扱いをしていいのか」と。しかし、その次の日にその方がメッセージをしながら悔い改めたそうです。自分も知らずに瞬間的に高ぶっていたと。その方とは私が総神にいるときに、宣教師になる前の出会いです。総神の中で伝道師たちを集めてタラッパンをしていました。それで、その方はそこに来て恵みを受け、自分の牧師先生に私を紹介しました。私はその方の教会で集会を開きました。牧師がそれを聞いて、「一度限りでなくうちの教会の訓練伝道師になって」と言われました。それで私は総神に行くときには、毎週水曜日にその教会の伝道学校を始めました。そのときから、神様は私の経済もだんだん回復してくださったのではと思います。二か所からいただきましたので。チョウ長老も本当に苦労しましたが。その教会から毎月、謝礼をいただきました。わかりやすくいえば、私が伝道になっていく時刻表とともに経済もついてきたということがわかります。私は総神に通う最中に大変苦しい厳しい伝道師たちをたくさん助けました。そのような部分が、今働くときに続けて門が開かれるところにもなります。そのような総神の現場にあった先生たちが全世界の現場に行っているので続きの出会いになります。私は２週前にフィリピンにも行ってきました。チョウ・インジェ長老と教会の他のチームと一緒にフィリピンに行きました。マニラとバギオというところ２か所に、講師として招かれました。そこに電話をしました。中国に電話をし、「今回フィリピンに行きますが、あなたも中国からフィリピンに来なさいと」話しました。しかし、その人は韓国から中国に戻って、わずか二日しか経っていません。けれども「来なさい」と言いました。そうしたら飛んできました。そして、メッセージを一時間聞いて再び中国に戻りました。私の話をよく聞く、聞かないということでなく、世界福音化のこの重要な流れの中で神の導きを受けるということでしょう。みなさん、この話は普通の言葉ではありません。聖書に現れた伝道戦略です。これをどれくらい個人化させられるのか。これをどれくらい他の人にも弟子化させるのか。これをとおして私たちは世界福音化させるのです。
３．宣教の門が開かれる時刻表

そうすると、みなさんは派遣される、わかりやすく言えば使役することのための宣教の門が開かれると思います。私個人に２０の伝道戦略に根を下ろす分、神が宣教の門を開いてくださることがわかりました。みなさんたちは一般信徒、重職者の証しをとおして、メッセージをこのように握ることを願います。神は確かにみなさんたちに、キリストを正しく知ることができるような時刻表を必ず与えられます。伝道が何なのか、それに対してわかるようにさせてくださいます。これが伝道です。伝道の中に実際的にみなさんの祈りが含まれています。福音と伝道、その部分が実際的に祈りとして現れます。みなさんたちが本当に福音をもってこの２０の伝道戦略にいるのだったら、祈るしかないし、祈りになっていくと思います。使徒の働き９章１節から１５節にパウロが召されました。使徒の働き８章１節から４節、本当に心がかたくなになったパウロを主が召しました。アンテオケ教会とバルナバをとおして伝道訓練、弟子訓練をさせています。そして、とうとう宣教師として派遣される御働きが起きました。私はチョウ・インジェ長老にこの話をしました。その後ろにいるキム・ヨンジュン長老にも言いました。オウ・スジュンとい霊媒師の娘にも言いました。「確かにこのような時刻表を与えるでしょう。この時刻表が来るのは確かですから、今の時刻表がどのような時刻表なのかわかって訓練を受けなさい」と。私が少しばかりよくしたことは個人個人の人生の時刻表を与えました。
(1)地域　(2)弟子　(3)システム

行く所々にその地域を生かす弟子たちを備え、その人を中心にシステムが構成されました。ピリピ、ルデヤ、ルデヤの家庭教会、これがキャンプです。なるしかない働き人を神は送り出します。このような弟子を送ると一つの地域に伝道できるしかないシステムがひかれるようになります。みなさん一人に、確かに一つの地域、国を生かす時刻表が来ます。だから、チョウ・インジェ長老の証しを聞きながら、この１（キリストとの出会い），２（訓練），３（宣教）が見えなかったでしょうか 。

一人の個人を召し、ある面、無能な夫より、無能な教会との出会いです。他に（教会の会計を）預ける人がいませんでした。教会は開拓したのですが人がいなかったので、だれかに預けなければいけませんでした。私が自らやることもありえますが、私だけでは預かってはいけません。小さいときから私の霊的問題はお金さえ見えれば気が狂ってしまうのですから。私は自分を知っています。ですから、神の御前で彼女に預けました。神は私を知っています。私は小学校６年の時に女性の風呂場をのぞいたことがあります。それで、初めて会った信徒がこんな強い女です。だから、そういう部分に対して一切どうでもよいのです。どれだけ性格がそうなのか言えません。メッセージするとき見ればわかるでしょう。しかし、神はそのような部分も用います。私はお金に対して霊的問題を持っています。どれだけ大変でしょう。そして、彼女はお金に傷を持っています。言葉を間違ったら、そこで飛ばされると思いました。彼女は、私の弱点、私の無能を完全にカバーしてくれる女で、神はこのように教会の出会いの祝福を与えてくださいました。神は私を知っておられるのではないでしょうか。私を知っていて、私にぴったり合う人を送られました。人間的に見れば私たちは合いません。私は優しい女が好きです。私は素直に言うことを聞く女が好きです。あの人は絶対に聞きません。私の体質、私の有益になるところに持って行く面もありますが、私の無いところがあるようにさせて始めるようにさせました。私中心から見れば祝福ではないですが、福音の観点からみれば完璧な出会いだと思いました。神は私にこのような恵みをくださったみたいです。無能な夫より、無能な教会との始まりでした。私は結論を出しました。
結論

確かにみなさんはこの一つのところでは人生の目標を出さなければなりません。本当はこのメッセージは基本的に３時間かかるのですが、これを５分以内に締めくくろうと思っています。
１．福音―人生目標（契約的情念）

この人生目標は福音の中で契約的情念として握らないとならないところです。
２．伝道目標（裏面契約）

２番目にはみなさんは伝道目標を出さなければいけません。これはどういうことかというと、神の御前でみなさんたちだけに与えられた裏面契約というものをしっかり出さなければなりません。
私が柳先生をとおして福音を聞きながら、私の人生に対して契約的な情念を握りました。このキリスト一つ知らずに私は宗教生活を送り、完全に滅びてしまいました。このキリストだけ伝えよう。柳先生についていきました。その言葉の中でタラッパン開拓をし、神と私の裏面契約をそこで出しました。チャン・インサン宣教師をとおして、またレムナント教会をとおして与えられる日本福音化の神の裏面契約があります。私はそれがレムナントだと確信を持っています。
３．神様の働き

そうすると、確かにみなさんたちのレムナントをとおして神様のみ働きが日本と全世界に起こされるでしょう。私にくださったことが確かであるなら、神様が（私の教会である）初代教会をとおしてなさることも確かにあると思います。私はその契約を握っています。残りは神がその中ですべてのことを成し遂げてくださいます。
三郷レムナント教会、宣教師と重職者の出会い、レムナントとの出会いが、最後の結論としてみなさんにお願いします。使徒の働き１章１４節の契約として一つになりました。この契約を握り、一つになり、祈りに専念してください。御働きが起こされるでしょう。これがマルコの屋上の間で120人たちの祈りの門でした。これからこの答えの証拠を私が韓国で聞きたいし、また証拠を出してください。レムナント教会の名前の中に神の確かなことがあります。初代教会は単なる初代教会ではありません。本当に聖書にあった初代教会の運動がそのまま成就されることを願います。三郷レムナント教会がこの契約の中ですべての信徒たちが今までも導きを受けましたが、一つになって握ってください。
〈お祈り〉
　天の父なる神様感謝します。必要な祝福の出会いを与えてくださった主に感謝します。三郷レムナント教会をとおして神様の契約が、今までも成し遂げられた神様の時刻表の中で、本当に発見され味わえる時刻表にしてください。レムナント教会に向けたミッションが成し遂げられる時刻表を与えてください。宣教師と重職者と、すべてのレムナントたちがワンネスになれる時間になるようにさせてください。この契約をとおして祈りに専念できる、実際的な祈りの時刻表となるようにさせてください。神様、この契約を成し遂げられるために、今まで宣教師先生を導いてくださり感謝します。世界の基の前からこのことのために主が召された主のしもべであることを信じます。この契約を成し遂げることのためにすでに重職者を送ってくださったことを信じます。その主役としてレムナントたちを送ってくださったことを信じます。今日、実際的に契約をとおして一つになるみ働きがあるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。
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